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アプリ「マチイロ」

市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!
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　（　）は前年同月との比較

■人口　56,218 人（ － 406）
　〔うち外国人 591 人〕
　　男　26,554 人  （ － 208）
　　女　29,664 人  （ － 198）
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鉄
道
の
ま
ち
直
方
と
鉄
道
文
化
財

　
直
方
の
ま
ち
は
嘉
飯
山
地
区
と
田
川
地

区
を
底
辺
と
す
る
三
角
形
の
頂
点
に
位
置

す
る
立
地
条
件
か
ら
筑
豊
炭
田
の
石
炭
輸

送
の
た
め
、
広
い
構
内
に
直
方
駅
・
直
方

機
関
区
な
ど
の
職
場
が
集
中
し
、
全
盛
時

に
は
多
数
の
職
員
が
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
そ
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
直

方
駅
周
辺
に
は
な
お
多
数
の
鉄
道
文
化
財

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
二
回
に
分
け

て
紹
介
し
ま
す
。

　
二
代
目
直
方
駅
舎
の
車
寄
せ

　
明
治
四
十
三
年
一
九
一
〇
年
に
完
成
し

た
二
代
目
直
方
駅
舎
は
、
惜
し
ま
れ
な
が

ら
約
百
年
後
の
平
成
二
十
三
年
二
〇
一
一

年
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
保
管
さ
れ
て

い
た
玄
関
車
寄
せ
部
分
が
昨
年
六
月
に
専

門
家
の
検
討
に
基
づ
き
復
原
さ
れ
、
往
時

の
駅
舎
の
反
対
側
に
整
備
さ
れ
た
直
方
駅

前
公
園
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
角
屋
根
と
ギ
リ
シ
ャ
の
神
殿
の
よ
う

な
エ
ン
タ
シ
ス
様
式
の
三
本
柱
が
特
徴

で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
代
直
方
駅
舎
の
跡
地

　
明
治
二
十
四
年
一
八
九
一
年
に
完
成
し

た
初
代
直
方
駅
舎
は
、
現
在
の
三
代
目
駅

舎
と
御お

た
て
ば
し

館
橋
の
中
間
点
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
っ
て
い
る
付
近
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
開
業
当
初
は
筑
豊
興
業
鉄
道
で
し
た
が

明
治
二
十
七
年
に
筑
豊
鉄
道
と
社
名
変

更
、
明
治
三
十
年
に
合
併
し
て
九
州
鉄

道
に
、
明
治
四
十
年
に
国
有
化
。
戦
後

は
日
本
国
有
鉄
道
か
ら
昭
和
六
十
二
年

一
九
八
七
年
の
分
割
民
営
化
に
よ
り
九
州

旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
代
当
時
の
痕
跡
や
説
明
板
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
小
説
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　
異
色
の
作
家
夢
野
久
作
の「
犬
神
博
士
」

で
の
官
憲
側
と
玄
洋
社
の
両
派
が
対
決
し

て
大
乱
闘
を
す
る
場
所
（
明
治
二
十
五
年

一
八
九
二
年
頃
）。

　

明
治
の
文
豪
森
鴎
外
の
「
小
倉
日
記
」

で
の
人
力
車
乗
車
拒
否
事
件
に
遭
遇
す
る

場
所
（
明
治
三
十
二
年
一
八
九
九
年
）。

　
明
治
時
代
の
煉
瓦
造
り
倉
庫

　
多
賀
神
社
の
殿
町
側
に
あ
る
宝
永
の
鳥

居
の
右
側
に
、
赤
煉
瓦
造
り
の
倉
庫
が
あ

り
ま
す
。

　
文
書
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
よ

う
な
建
築
物
が
全
国
各
地
の
駅
に
残
さ
れ

て
お
り
、
当
時
鉄
道
で
使
用
さ
れ
て
い
た

ラ
ン
プ
の
油
な
ど
を
保
管
す
る
危
険
物
倉

庫
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
州
鉄
道
の
多
賀
神
社
へ
の
寄
進
石
碑

　

宝
永
の
鳥
居
の
両
側
に
明
治
三
十
年

一
八
九
七
年
の
多
賀
神
社
へ
の
寄
進
石
碑

が
並
ん
で
い
て
、
左
端
に
九
州
鉄
道
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

九
州
鉄
道
は
明
治
二
十
二
年
の
設
立

後
、
明
治
四
十
年
に
国
有
化
さ
れ
る
ま
で

十
八
年
の
歴
史
し
か
な
く
貴
重
な
石
碑
で

す
。
右
が
三
菱
合
資
、
左
が
九
州
鉄
道
。

  
直
方
文
化
財
散
歩
・
鉄
道
編

  
直
方
駅
周
辺
の

　
　
　
　

鉄
道
文
化
財
巡
り
①

第第 7272 回回

九州鉄道の多賀神社寄進石碑
（宝永の鳥居左側石碑の左端）

復原された二代目直方駅舎車寄せ
（駅前公園）
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